
第２4 回 歴史＆ハイキング愛好会例会 実施報告書 

 
～県立行田公園から日蓮宗大本山 正中山法華経寺を訊ねる～ 
   

                       当番世話人 山田 昌之 
 
 
 3月 31日（土）24回目の例会を行いました。 幸いにも桜の満開日が的中、好天

にも恵まれ 20 名の参加者を得て快適な一日となりました。  千葉、柏地区の中間に

当たる東武野田線の塚田駅に集まり、10時半千葉県立行田公園を目指しました。 

大正 4年に完成、当時は世界有数の規模であった海軍無線電信所が設置された処です。 

今は一部が公園となり、桜やけやき等が生い茂る市民の憩いの広場となっています。 

次は、中山競馬場沿いの桜並木（約 500m）ですが、寄り道して二所ノ関部屋（若嶋

津親方）の入り口を見学、昼食は、高台で静かな熊野神社で食べました。 

境内の桜も大木で花びらが降り注ぎ見事でした。 

開催中の競馬場を通り過ぎ中山法華経寺に向かい日蓮上人が最初に開いた奥之院を

見学した後、法華経寺本院に着きました。団体見学の予約を得ていたので、木栓和尚さ

んがお釈迦様、日蓮様及び 10 ヶ所程の建物を 1 時間以上かけ丁寧に話して下さいまし

た。個人での参拝より知識が増えて仏心が高まったように思いました。 

7㎞程歩き、午後 3時過ぎにＪＲ下総中山駅に着き、次回 5月開催の定例会での再会

を話し合い皆元気で解散しました。 
  
☆ 東武野田線 塚田駅改札口で、山田世話人より・・散策コースの案内・・ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



☆ 旧海軍の無線基地記念碑 
【ニイタカヤマノボレ 1208】の電文を送信した事で一般には広く知られ、

戦後 1966 年（昭和 41 年）米軍より返還されたが、1971 年解体される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
☆ 二所ノ関部屋～中山競馬場を背にした桜道 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 ☆ 中山法華経寺 奥之院で 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参加者（敬称略）20 名 

岩崎正憲、浦上宜明、遠藤哲也、小澤敏宜、川島省三、木頃勝己、櫻井 實、住田勝治、

田代 周、中島公一、野田 佑、西長義方、橋本裕一郎、平木行雄、平木七重、牧田賢二、

宮武 亨、湯浅尋夫、六角 学、山田昌之 
 

☆ 中山法華経寺で木栓和尚の境内案内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 


